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YOTA
～車種別環境情報～

TOYO…T兵

…源 $○聖

車種別環境儀報

クラウンアスリート

車

両

仕

様

車両形式 DBA-GRS182 DBA-GRS180 DBA-GRS181

エ

ン

ジ

ン

型 式 3GR-FSE 4GR-FSE

給排気王(L) 2.994 2.499

燃料 無鉛プレミアムガソリン

駆

動

装

正

駆動方式 2WD(後輪駆動方式) 4WD(4輪駆動方式)

変速機 6AT 5AT 5AT

環

境

情

報

10･15モード燃糞(km/L) 11.8 12.0 11.4

CO2排出t(〆km) 200 197 207

燃

料

消

兼

率
参考

2010年燃圭基

準*1達成
○＋5,i ○＋訊 ○＋5,i

グリーン税制

適合
○ ○ ○

グリーン購入

法適合
○ ○ ○

排

出

ガ

ス

認定レベル
★★★★

SU-LEV*2*3

認定レベル値

(g/km)

CO 1.15

NMHC 0.013

NOx 0.013

参考
八都県市指定低公害車､LEV-6(京阪神6府県市指定低排出ガス

車)の基準に適合｡

車

外

騒
よl
lヨ

適合掻音規制レベル 加速騒音規制値:76dB-A

エアコン冷媒使用圭(冷媒の種類)
450g<リヤエアコン装着車は650g>

(代替フロンHFC134-a)

鉛使用l 96年比1/10以下(自工会2006年目標達成)

リ

サ

イ

ク

ル

関

係

リサイクルしやす (TSOP)

フロントバンパー､リヤ/くンパー､バンパースポイラー､ロッカーモー

ル､ピラーガーニッシュ､ドアフレームガーニッシュ､サイドレールガ

い材料を使用し

た部品

-ニッシュなど

(TPO)
ドアトリム表皮､センターピラーロアガーニッシュ表皮､シートバック

ボード表皮､ドアシール

自然素材の活用
(ケナフ)*4 /くッケージトレイ

(サイザル)*5 ルーフヘッドライニング

樹脂､ゴム部品への材料表示 あり

リサイクル材の使

用

(RSPP) フロアサイレンサ､ダッシュサイレンサ､カーペットトンネル部パッド

(ペットボトル ルーフサイレンサ､パッケージトレーサイレンサ､リヤピラーガーニッ

再生フェルト) シュサイレンサ

(リサイクルポ エンジンアンダーカバー､リヤフロアーサイドメンバーカバー､

リブロビレン) フロントフロアーセンターカバー､ツールボックス

*t省エネ法に基づき定められている燃費目標基準*2:平成17年基準排出ガス75%低減レベル

ヒp://www.toyota.cojp/jp/environment/environmentaしinfo/crownathlete.html



フーガ環境情報(フーガ環境仕様書)

(Y50)

嘲報
昏漁場毒

こ恥ジ`申㌻

聯▼定払

フーガ環境情報(フーガ環境仕1

拝ンジン型式 VQ25DE VQ35DE

駆動装置 匿∃ 2WD 2WD 4WD

匪垂憂]l 5AT 5AT 5AT

環

境

情

報

燃
料

消
費
率

10･15モード燃費
(km/l)

11.2 9.2 8.6 8.0*

CO2換算値(g/km) 211 256
′274 1l 295

【参考】
VQ25DEエンジン搭載車は平成16年度グリーン税制の減税が適用されます｡
[取得税:平成18年3月末までの登録車､自動車税=平成18年3月末までの登録車(登
録の翌年度から1年間適用)]

排
出
ガ
ス

適合規制･認定レベ ガソリン乗用車
ル 平成17年基準排出ガス50%低減レベルに適合

10･15＋11

モード規
制値･認
定値(単

位:g/km)

⊂夏至:] 1.15

画 0･025 l

ロ垂コl o.025

[:亘] l
【参考】 フーガは八都県市低公害車指定制度及び京阪神大府県市指定低排出ガス自動車

(LEV-6)等の排出ガス基準をクリアしています｡

適合騒音規制レベル 平成10年規制に適合｡加速走行騒音規制値=76dB l
エアコン冷媒使用i 550g代替フロンHFC134a l
環
境
負

鉛

自工会2006年目標(96年の1/10く′くッテリーを除く〉)達成 l

主な鉛の廃止部品:ラジエーター､バッテリーケーブル端子､燃料タンク､ヒーターコ

荷 ア､ハーネス､車体電着塗装､アンダーコーティング､シートベルトGセンサー､サイド

物 ガードモール､ホイールバランスウエイト､燃料ホース(一部)､パワステ高圧ホース､

質 その他エンジン部品(一部)､ガラスセラミックプリント

リ

サ

イ

ク
ル

プラスチック部品及
びゴム部品の材料

表示
あり

リサイクルしやすい
材料を使用した部
ロ

ロロ

バンパー､ドアトリム

回収バンパー再生
材使用

ランプアッシーマップ､ディフユーザー､ブランケットエプロン t
その他材料/部品

の再生材使用
リアパーセルトリム､ドアトリム

[
リサイクル可能率 90%以上(当社の算出基準による値｡重量ベース｡)

l 熟可塑性樹脂80%(重量ベース)

http://www.nissan.coJp/INFO/E_NOTE/FUGAパndex.html



Hondaルジエンドl環境仕様

韮王珊汲

クルマ

LE_G聖搾り

環境仕様

レジェンド基本情報トップ>環境仕様

環境仕様

車両型式

エンジン

堅動装置

環境仕様

総排気量(cm3)

駆動方式
変速機

燃料消章率10･15モード燃費
(km/L)

CO2排出量(〆km)
参考

排出ガス 適合規制レベル･

認定基準値*1

-CO

NMHC

-NOx

-PM

参考

騒音 適合規制レベル

エアコン冷媒使用量
鉛使用量の削減

リサイクル

Lt≡正芳 折旧

ルジ主ンド基本情義トップへl環境性籠l

`耕
｢環境+への取り組みページヘ

ホンダ･DBA-KB1

3,471

4WD

5AT

8.6*2

270.0

平成17年排出ガス規制適合

75%低減
1.15

0.013

0.013

1998年規制に適合
規制値:加速走行76dB(A)

代替フロン134a:500g
自工会2006年目標(96年時の1/10)達成

リサイクル可能率をクルマ全体で90%以上に*3｡

リサイクル性に優れたオレフィン系樹脂を拡大使
用｡リサイクル樹脂の採用拡大､解体性を考慮し
た設計｡内外装部品の多くからPVCを削減
(TPO/TPU化)｡バンパー再生PP材をスプラッシュ

シールド､及びバンパーサイドスペーサーヘ採
用｡

*l平成17年排ガス規制の測定モードは10･15＋11モードになります｡
*2アド/くンスHレくッケtジ装着車は8.5km/L｡アド/くンスHレくッケージを除くメーカーオプション装着車は8.2km/L(レザーイン
テリア単独装着車､アドバンス/くッケージ単独装着車､レザーインテリア&アドバンスパッケージ装着車は8.6km/L)｡

*3Honda独自の算出基準による
※この環境仕様は2004年10月現在のものです｡

l環畢堕旦l環境些革_l

レジェンド基本情報l取扱説明書lアクセサリー
カタログ請求l見積りl商談申し込みl販売会社検索

マ甲プ 故瀬
瀬ヲトニユース

準-･ム 弧

けルマレ〈イクl汎用製品lコミュニティlスピリット

ご慈見ご惑葱

モータースポーツ

お琴梯著8

テクノロジーt
(C)HondaMotorCo,,ud.anditssubsidiariesanda冊iates.AllRightsReseⅣed.

1プライバシーlリーガルl

http://www.honda.coJp/auto-1ineup/legend/environment/

1/1ページ
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各社環境報告書例

(関係部分抜粋)



TOYOTA.CO.JP～環境社会報告書2004～

トヨタ･環境社会報告書2004

TOYOTA

横_;義 弘妄

窃開発･設計

調達･生産･物流

リサイクル･流通

住宅事業

アグリバイオ･緑化事業

環境マネジメント

連結環境マネジメント

2∞3年度｢主要環境データ+の

状況

御社会報告蚤2DO4

20二03年庶の環境取り組みハイライト

済..リサイクル･海神

■トヨタノサイクルビジョンの内容

区分 日彿

●日欧リサイクル実効卒 日本)法規日彿の早期達成

の暮実な向上 欧州)法規日耕の暮実な速成

●再生可能兼滞りサイ 2015年柵脂部品の20,も使用技術確立(トヨタエコプラ

クル材の着用 スチックとリサイクル材の合計)

●中古缶晶の利用拡大 2010年販売点数10倍(2002年比)

●オ境負荷物井の制式

2003年トヨタグロー/くル暮斗の制定

2008年より4物王全廃暮ヰ入(日欧)(適用除外部品あ

リ)

実:祭貫か〇軒!三等∈

1/3ページ

転

自動車メーカーとして､2015

年のあるべき姿を定め実行

日模を設定｡中長期的な視

点でリサイクルに取り組んで

います｡

■新型｢プリウス+に採用したリサイクルに配点した材料

TSOP Tち¢P す∝】P l

【フ8ントブェ:ノ弊

サイ一句く誅Jし

争-J

くb

RSPP

壬夕空シ⊇防音郎

抒′

7ア0 月$PP

Uモクトヒサル)【カーペ州せ』珊

TSOP:ToyotaSupモrOlo向1Potyl¶Or

TPO:Th8rmOPl粥づe Ol8月∩

■トヨタ手の鉛佐波状況

TOYOTA.CO.JP～環境社会報告書2004～

(g/台)
2.88q

l.588

船

便l,加g

用
1

68¢

0

1.8_5【I

雌イク脚
(チ>革フ荘棚

リサイクル設計､環境負荷物質の低減､リ

サイクル材の採用など､新型プリウスで環

境対応を多面的に練り込みました｡

RSPP:Re¢y¢lodSound-Pr00伽gProduく;b

PP:PoIypropylon●

機軸平均

4きg437

適仙抑-㌦脚

名 3
68白

夢1
手幻18

一日竜一97朋一g===2-8㌔帝)(業界平均)

新型車ウルモデルチェンジ車全6車種

中5車種で船便用lを1996年比､10分

の1以下に低減しました｡

2/3ページ



丁ルティマハイプリッF

●耕脂使用比率

荊丑

A8S

5～●

魚可旦†全書お

ホ型

▲8S

3I●

牡可士牲廿虫

トLCA(ライフサイクルアセスメント)評価

クルマがライフサイクル(製造から廃棄まで)で環境へ

のl荷が少ない製品を効率的に開発するために､+CA

評価を行っています｡例えば､rスカイラインJのフロン

トエンドモジュール構造やステージアのバックドアは､

従来の構造､使用材料に比べ環境への影書が低漉され

ています｡

環境負荷物質の低減

グロー′くルに攻境負荷物井削減日耕を掲げ､理境負荷

物耳の佐渡を進めています｡

燃料タンクや電書塗料､ホイールバランスウエイトなど

に鉛を使用しない材料を採用し､日本では2003年鹿の

新型車で｢船便用lを2006年以降1/10以下(1996

年比)に佐波するJという兼界目棟を早期に達成しまし

た｡製品に含まれる化学物井の含有lを把撞､管理し､

日産の化学物井ガイドラインに基づいて環境負荷物箕

削減活動に取り組んでいます｡

グロー′くル開発拠点として

トップレベルの環境技術を創出していくために

クルマを取り巻く環境間塩がより広範な領域へ及ぶなか

で､クリーンで持続可能なクルマ社会の実現に向け､現

境対応技術開発に今後も横棒的に取り組んでいきます｡

日産は､究棲的にはクルマに起因する環境への形事が

ないレベルにまで下げることを目棟に､走行(ドライビン

グプレジャー)､安全を加えたクルマに求められる3つ

の王手性能を高度にバランス･向上させる技術服発を

行つています｡

中核となるSU-LEV､FCV､HEV関連技術開発を王点

に､石油代替燃料など､燃料の多様化に対応したパワー

ソースの開発､軽王構造設計や軽主材料開発などによ

る車両の軽l化技術附発など､環境に配慮したクルマ

の開発を進めています｡また､渋滞解消などの走行環境

の改善による環境負荷低減の技術として､ITSを使った

高度交通流制御システム開発や､クルマの使い方による

環境負荷性滅として､古座ナビゲーションシステムによ

る運転支捷付報サービスなどの環軌こ配慮したクルマ

の開発を進めています｡地球温唖化､環境汚染､実源･

エネルギー同月を稔合的に解決するために､技術開発

の範囲を拡大し､お客さま､マーケットに広く受け入れ

られる､現実的で実効性の高いトップレベルの環境技術

を創出していきます｡

Ni金槌nEnvironm即talR8P｡H2004暮34



2｡｡3年度の環境保全活動実旗
本 田･2004環境年次レポート

l
6.廃棄･リサイクル

(3R)領域

Hondaでは椒晶のリサイクル性への配丘を牡鹿しています｡3R

(リデュース､リユース､リサイクル)の牡点で､一品の肝先度書か

ら止しく肝価し､暮軌胡並を選定しています｡

･四輪車:リサイクル実効率の向上

･二輪車､汎用製品:リサイクル可能率の向上

四輪車､二輪車:03年度新型車･モデルチェ

ンジ車のリサイクル可能率

90%以上

汎用製品:03年度発売全5横種のリサイクル

可能率90%以上

●四輪車

13R設計 白p.48､P.49

1.3R評価システム

2001年定から3R事前評価システムを用いて､新親閲

発する機種ごとにチェックを実施し､その向上を図

っています｡

2.リデュース設計(廃棄物の発生抑制)

2003年10月に発売したオデッセイにおいては､以下

のリデュース設計を実施しています｡

11

■細■■
■昔･･･
変.
軍‥㌧■

小型ABSモジュレーター 小型オートテンショナー

エバボレーター(チューブの薄肉化) コンデンサー(チューブの薄肉化)

カムシャフト､シリンダーブロック､クランクプーリー

-.称‡
･耳こ
ま_

･更-.…

アルミリアブレーキ･キャリバー

フロアマット､リーフライニンク､ドアモール

ハイチン材を使用したエキソーストマニホールド

エンジンオイル 1万km-1.5万km

LLC(ロングライフクーラント) インターバル3年一11年

オイルフィルター 2万km-3万km

ATF インターJてル4万km-8万km

3.リサイクル設計

2003年度に発売した新型車･モデルチェンジ革にお

いて､以下の様々な取り組みにより､使用部材の

95%以上がリサイクル可能となっています｡

..由濁療
構造文一の例(オデッセイ)

･フロントシート表皮の国定をCリングから削旨トリムコードに変更

辞晶競合牝の例(オデッセイ)

喜
～
吉
倉
丘
■
空
室
書
中
∈
∪
2
盲
山
召
○
=
3
2

･クランクシャフト

･コンロッド

′2)掛雅称斜の競合催さ_.･くオ¥重野曝すとや準拳)
2003年度に発売された新型車･モデルチェンジ草の

すべての車種で､インテリアの射出成形部品にリサ

イクル性に優れたオレフィン系樹脂材を使用してい

ます｡また表示可能なすべての樹脂部品に素材識別

記号を表示しています｡

朝丘材料の統合化

サイドシルガーニッシュ バンパーフェイス

ピラーガー=ツシュ インナーフェンダー

インストルメントパネル
ドアライニング

その他

2003年度の実兢として､オデッセイでは1台当り4.4kg

の再生樹脂材料を使用しています｡今後も､さらに

再生原材料の使用比率の拡大を図っていきます｡

■環境負荷物茸の削減

1.鉛の削減

Hondaでは鉛の使用量の削減を進めています｡2003

年度に発売した新型車の鉛の使用量は､1996年の

1/3以下まで削減しました｡特に､インスパイア､ラ

イフ､オデッセイにおいては､1/10以下にまで削減

しました｡これは､従来の取り組みに加え､次のよ

うな内容によるものです｡

新型インスパイア､ライフ､オデッセイで採用した取り租み

･脱出l書塗料の採用

･ホイールバランサーの脱鉛化

2.その他の環境負荷物質の削減

Hondaの化学物質ガイドラインに基づいて環境負荷

物質からの代替を進めています｡

3.代替フロン(HFC134a)の削減

HFC134a使用量を1995年比で約10%以上削減した

エアコンの適用を拡大し､2003年時点では乗用車ク

ラスで27機種中21機種､軽自動車クラスでは6機種
中3機種となりました｡代替フロンを使用しないエア

コンについては昨年に引続き以下を推進中です｡

･業界の動向及び技術レベルを把握する為の情報
収集

･実車搭載の実用化に向けた技術検討




